
スリーブクランプコアで電磁波ノイズ対策

Refine Wave IScT Co.,Ltd.

© 2024 All Rights Refine Wave IScT Co.,Ltd.

株式会社 リファインウェーブ科学技術研究所



Sample 
Process

Refine Wave IScT Co.,Ltd.

© 2024 All Rights Refine Wave IScT Co.,Ltd.



Microstructure

Refine Wave IScT Co.,Ltd.

© 2024 All Rights Refine Wave IScT Co.,Ltd.



Graphite in 
ferrite

Refine Wave IScT Co.,Ltd.

© 2024 All Rights Refine Wave IScT Co.,Ltd.



Performance
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クランプコア
の波形測定
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クランプコア
ーNormal

24mVp-p AC, 50.0Hz
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クランプコア
ー卓上型3時間
照射

120mVp-p AC, 50.0Hz
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クランプコア
ー有機炭素
（３％）＋卓上
型3時間照射

7.5Vp-p AC, 50.0Hz
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考察

� ノーマルクランプコアは、100KHｚから10MHzの範囲
であるが、有機炭素入りクランプコアは、100KHｚ
から1GHzまで使用できそうです。

� Dry mix methodとWet mix methodでは、Dry mix 
methodのほうが、周波数範囲が広く、電磁波ノイズ
対策に向いているようです。

� Wet mix methodは、磁気抵抗が低く、我々が開発し
ている装置で今まで以上の磁気パワーを得ることが
できそうです。

� 第三次試作でDry mix methodは、外観の状態をよく
することです。焼成温度に問題がありそうです。

� Wet mix methodは、次は二次試作になりますが、実
際の装置に搭載して試験をしたい。

Refine Wave IScT Co.,Ltd.

© 2024 All Rights Refine Wave IScT Co.,Ltd.


